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平成14年10月末現在の
人口の動き

●人口13,737人 前月比（－002人）
前年比（＋038人）

男 6,795人（－01人）
女 6,942人（－01人）

●世帯数3,593世帯 前月比（＋2世帯）
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しめなわづくりで
地域間交流

（三賀・亀塚地域）

しめなわづくりで
地域間交流

（三賀・亀塚地域）
三賀集落神社の鳥居を飾るしめ縄の取り替

えが行われました。三賀集落のみなさんは新

しく取り付けられるしめ縄作りに、他の集落

の手法を学んでみようと、亀塚集落の指導を

受けながら作製しました。

毎年、亀塚練馬（かめづかねりば）で巨大

なしめ縄をつくる亀塚集落のみなさんの作り

方に興味津々のようすで共同作業。「作り方

も多少違うし、参考になる点が多くあります」

との声が多く聞こえました。
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藤　寄
住宅団地

町
で
は
、
藤
寄
地
区
に
あ
る
旧
東
港
用
地
事
務
所
跡
地
の
宅
地
造
成
工
事
を

こ
の
度
完
了
し
、
次
の
と
お
り
分
譲
を
始
め
ま
す
。
マ
イ
ホ
ー
ム
購
入
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申込受付期間
平成14年11月29日～平成15年1月30日

お申し込み・お問い合わせ
聖籠町役場　総務課

@0254-27-2111 T0254-27-2119

■申込み方法及び期間等

 

■位置図

項　　目

申 込 期 間

申 込 方 法

販売決定方法

購入者の対象

主な販売条件

内　　　　容

平成14年11月29日l～平成15年１月30日k

総務課に用意してある申込書に必要事項をご記入のうえ、お申し

込みください（お電話による受付は、承っておりません）。また、

複数区画の申し込みはできませんが、申し込み期間内の別区画へ

の変更は可能です。

平成15年２月中旬に聖籠町役場において公開抽選にて決定します。

なお、抽選に漏れた方は申し込みの無かった区画へ再度申し込み

をすることができます。

営利目的のない一般住宅を建築（住居）される方。

土地の引渡し後５年以内の住宅建設着手及び５年以内の譲渡・賃

貸の禁止等。その他詳細については総務課に用意してある所定の

事前確認事項をご覧ください。

限定
11区画

分譲価格
3.3m2（坪）

あたり

万円 

～ 

万円 

■分譲地平面図■分譲概要
●所在地／新潟県北蒲原郡聖籠町大字藤寄字藤

寄3409番地６　他●販売区画数／11区画●用

途地域／市街化調整区域●地　目／宅　地●建

ぺい率・容積率／70％・400％（見直し時期：

平成16年度）●区画面積／231.43㎡（70.00坪）

～245.42㎡（74.23坪）●販売価格／6,045,318

円～7,685,436円●道　路／宅地内　幅員６ｍ

アスファルト舗装（道路負担なし）●上下水道

ガス／宅地内管引込済。但し、下水道は平成21

～23年度に供用開始予定。それまでの間は合併

浄化槽必置で、供用開始後は下水道に必ず接続

していただきます。ガスはプロパンです。●設

備／消火栓、ゴミステーション、防犯灯

■販売価格表

A※

B※

C※

D※

E※

F※

G※

H※

I※

J※

K※

区画
番号

13.43 

13.50 

13.51 

13.49 

15.89 

14.60 

14.99 

13.09 

11.80 

15.91 

10.95 

間口（m）

231.47 

231.52 

231.52 

231.66 

231.77 

231.96 

231.43 

243.15 

243.21 

245.42 

231.46 

面積（m2）

27,300 

27,300 

27,300 

27,300 

31,700 

30,200 

33,200 

25,900 

31,600 

25,600 

31,300 

単価（m2）

6,238,131 

6,239,496 

6,144,496 

6,045,318 

7,347,109 

7,005,192 

7,683,476 

6,297,585 

7,685,436 

6,187,352 

7,132,898 

販売価格（円）

N

N

※の区画は、電柱等があるために販売価格を調整しています。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

区画
番号

70.01 

70.03 

70.03 

70.07 

70.11 

70.16 

70.00 

73.55 

73.57 

74.23 

70.01 

参　考（※）

坪面積 坪単価

089,103 

089,097 

087,741 

086,275 

104,794 

099,846 

109,764 

085,623 

104,464 

083,354 

101,884 

※坪当りの数値は概ねのものです。
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聖籠 
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典
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典
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町
の
功
労
者
を
表
彰

町
の
功
労
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を
表
彰

町
の
功
労
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を
表
彰

十
一
月
三
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・
文
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の
日
、
町
の
発
展
や
文
化
の
向
上
な
ど

十
一
月
三
日
・
文
化
の
日
、
町
の
発
展
や
文
化
の
向
上
な
ど

十
一
月
三
日
・
文
化
の
日
、
町
の
発
展
や
文
化
の
向
上
な
ど

に
功
績
の
あ
っ
た
町
民
の
皆
様
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す
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記
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典
が
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わ
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績
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町
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績
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っ
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町
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皆
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表
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す
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記
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介
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介
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し
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ご
紹
介
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ま
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敬
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（
敬
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敬
称
略
・

一
部
略
字
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

一
部
略
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を
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し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

一
部
略
字
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
者

高
　
松
　
春
　
雄

亀
塚

町
の
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者
（
青
少
年
聖

籠
町
民
会
議
会
長
並
び
に
聖
籠
町
青
少
年
健
全
育
成
会
役
員
と
し
て
）

善
行
者
（
多
額
な
備
品
を
寄
附
し
町
の
施
設
整
備
に
貢
献
し
た

功
績
）

直
系
三
代
で
同
一
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
世
帯
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
者
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谷
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蓮
潟
新
田

東
港
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目

町
の
公
益
事
業
に
つ
い
て
尽
力
し
そ
の
功
績
が
顕
著
な
者

（
聖
籠
町
体
育
協
会
会
長
と
し
て
）

表
彰
状
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
者

聖
籠
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

優
良
民
生
委
員
児
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委
員
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と
し
て
新
潟
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長
表
彰
を
伝
達
授
与
さ
れ
た
団
体
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浜
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細
　
野
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網
代
浜
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木
　
光
　
雄

杉
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内
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健
康
保
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康
優
良
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帯
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し
て
表
彰
さ
れ
た
世
帯

（
九
月
一
日
現
在
・
世
帯
主
名
、
各
世
帯
訪
問
に
よ
り
伝
達
表
彰
）

飯
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定
義
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邉
　
　
一

相
馬
　
　
茂

土
田
　
敏
三

神
田
　
信
夫

渡
邉
　
　
怜

長
谷
川
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澁
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岩
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橋
キ
ツ
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村
　
博
良

真
嶋
　
新
二

諏
方
　
道
男

蓮
潟

二
本
松

亀
塚

山
諏
訪
山

四
ツ
屋

山
大
夫

真
野

丸
潟

藤
寄

聖
中
ケ
丘

網
代
浜

亀
塚

山
諏
訪
山

二
本
松

外
畑

網
代
浜

網
代
浜

次
第
浜

藤
寄

網
代
浜

佐
藤
　
正
三

高
橋
　
堅
一

泉
　
　
富
子

小
池
　
良
雄

小
林
　
佑
治

二
宮
　
豊
治

橋
本
　
晃
暎

天
尾
　
泰
男

遠
藤
　
文
一

石
田
　
米
造

高
橋
　
　
洋

魚
野
　
孝
次

佐
藤
喜
三
郎

田
村
　
宏
吉

前
島
ヨ
シ
ノ

山
内
　
國
夫

大
島
カ
ツ
ミ

高
松
　
正
利

萩
原
　
啓
久

星
尾
　
　
徹

高
木
　
　
真

石
本
　
雅
敏

小
見
　
和
男

平
入
　
正
男

高
松
　
　
功

若
林
恵
美
子

坂
上
　
寛
史

真
野

山
諏
訪
山

聖
中
ケ
丘

二
本
松

二
本
松

蓮
野

蓮
野

藤
寄

藤
寄

蓮
潟

網
代
浜

次
第
浜

次
第
浜

次
第
浜

次
第
浜

次
第
浜

亀
塚

亀
塚

亀
塚

苔
沼

網
代
浜

旭
ケ
丘

旭
ケ
丘

亀
塚

亀
塚

本
大
夫

蓮
潟

◆
14
年
間
無
受
診
世
帯

◆
１
年
間
無
受
診
世
帯

◆
12
年
間
無
受
診
世
帯

◆
８
年
間
無
受
診
世
帯

◆
６
年
間
無
受
診
世
帯

◆
５
年
間
無
受
診
世
帯

◆
４
年
間
無
受
診
世
帯

◆
３
年
間
無
受
診
世
帯

◆
２
年
間
無
受
診
世
帯

金
婚
夫
婦
に
よ
り
表
彰
さ
れ
る
夫
婦
（
四
月
一
日
現
在
）

加
藤
　
　
勲

加
藤
　
久
枝

渡
邉
　
　
保

渡
邉
久
仁
子

高
橋
新
一
郎

高
橋
　
キ
ヨ

小
嶋
芳
太
郎

小
嶋
ヨ
シ
ミ

佐
藤
　
光
勝

佐
藤
　
タ
ケ

宮
野
　
孝
一

宮
野
ケ
イ
子

櫻
井
　
威
二

櫻
井
　
淑
美

二
宮
　
豊
治

二
宮
　
ミ
ネ

加
藤
　
信
一

加
藤
　
チ
エ

加
藤
　
信
作

加
藤
　
サ
チ

二
宮
　
孝
夫

二
宮
　
綾
子

加
藤
　
七
郎

加
藤
　
ヱ
イ

加
藤
　
正
行

加
藤
ヨ
ヱ
子

武
田
　
修
司

武
田
ハ
ル
イ

福
田
　
俊
男

福
田
　
タ
ケ

齋
藤
　
　
貢

齋
藤
　
信
子

飯
田
昭
三
郎

飯
田
　
ヒ
デ

肥
田
野
　
壽

肥
田
野
ス
ミ

四
ツ
屋

道
賀
新
田

真
　
野

山
　
倉

山
　
倉

本
三
賀

本
諏
訪
山

蓮
　
野

蓮
　
野

蓮
　
野

蓮
　
野

蓮
　
野

蓮
　
野

杉
谷
内

杉
谷
内

八
　
幡

別
　
條

藤
　
寄

石
崎
　
昭
吾

石
崎
カ
ノ
イ

泉
　
　
二
實

泉
　
フ
ヂ
エ

齋
藤
　
源
一

齋
藤
　
ミ
イ

高
橋
　
秀
二

高
橋
　
ト
ク

齋
藤
　
直
吉

齋
藤
　
サ
キ

諏
訪
　
　
實

諏
訪
カ
ネ
ヱ

石
村
　
　
勉

石
村
　
悦
子

長
谷
川
百
夫

長
谷
川
貞
子

高
橋
　
　
榮

高
橋
　
ト
ミ

蒲
澤
助
次
郎

蒲
澤
ア
イ
子

宮
澤
　
榮
一

宮
澤
　
ミ
ツ

堀
　
豊
次
郎

堀
　
美
代
子

高
橋
　
　
實

高
橋
喜
美
子

宮
澤
　
粂
雄

宮
澤
二
美
枝

宮
下
　
敏
之

宮
下
　
セ
ツ

渡
邊
　
喜
一

渡
邊
フ
ジ
子

鈴
木
久
四
郎

鈴
木
　
セ
キ

渡
邊
福
太
郎

渡
邊
　
ト
シ

藤
　
寄

藤
　
寄

藤
　
寄

蓮
　
潟

蓮
　
潟

蓮
潟
新
田

蓮
潟
新
田

蓮
　
潟

網
代
浜

網
代
浜

網
代
浜

網
代
浜

網
代
浜

網
代
浜

亀
　
塚

亀
　
塚

次
第
浜

次
第
浜
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12
《保健福祉事業》

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ
お問い合わせ先

町役場　　　　　T２７－２１１１

町民会館　　　　T２７－２１２１

図書館　　　　　T２７－６１６６

保健福祉センターT２７－６５１１

診療所　　　　　T２７－１２３４

水道課　　　　　T２７－５１４１

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

12
月

２
日
・
新
発
田
広
域
関
係
議
会
定

例
会

３
日
・
聖
籠
町
議
会
定
例
会

（
〜
10
日
）

８
日
・
聖
籠
町
親
善
県
道
大
会

12
日
・
豊
栄
病
院
運
営
審
議
委
員
会

17
日
・
農
家
組
合
長
会
議

19
日
・
郡
町
村
会
12
月
定
例
会

20
日
・
区
長
会
議

24
日
・
社
会
福
祉
三
団
体
役
員
会

ところ　保健福祉センター
◆心配ごと相談（（毎週水曜日）
４日、11日、25日
（各日とも午後１時～４時）

◆弁護士相談
19日（木）
午後１時～（要予約）

◆行政相談（毎月第２火曜日）
10日（火）午前９時30分～11時

◆乳幼児健康診査・各種学級
○１歳２カ月児歯科健診　
11日（水）午後１時30分～

○育児相談会
16日（月）午前10時～11時

○妊婦学級（後期）
19日（木）午前９時30分～

○ 乳児健診
20日（金）午後１時30分～

○１歳６カ月児健診
24日（火）午後１時30分～

◆各種予防接種
○ポリオ予防接種
４日（水）午後１時40分～

○ポリオ予防接種
５日（木）午後１時40分～

○風しん予防接種（未接種）
６日（金）午後１時40分～

○三種混合予防接種（未接種）
12日（木）午後１時40分～

○ポリオ予防接種（未接種）
19日（木）午後１時40分～

成人用おむつ・老齢障害者

所得控除のための証明書を発行します

申請は保健福祉課へ

◆おむつに係る費用の医療費控除用証明書

平成14年中に介護保険法に基づく要介護・要支援を受けた方で次の用件の

全てに該当する場合、市町村で証明書を発行できるようになりました。この

証明書は、平成14年中に使用したおむつ代分を医療費控除として平成15年に

確定申告する場合に発行します。

１．おむつ代について医療費控除を受けるのが２年目以降である方

２．平成14年中に作成された、介護保険主治医意見書に次の記載の

ある方

①　日常生活自立度が一定基準以上（B1・B2・C1・C2）であること

②　発生可能性が高い病態で「尿失禁」の可能性が「あり」であること

・平成14年中にお亡くなりになった方の証明書も発行できます

◆老齢者の所得税、地方税上の障害者控除対象者認定書の発

行について

年齢65歳以上で心身に障害があり、身体障害者に準ずる方に「障害者控除

対象者認定書」を次の要領で発行します。

１．平成14年中に介護保険法に基づく要介護・要支援認定を受けた方

・介護保険認定調査票の日常生活自立度等に基づき認定

・平成14年中にお亡くなりになった方の認定書も発行できます

２．要介護・要支援認定を受けていない方で「寝たきり」、「痴呆」

の状態にある方

・保健福祉課職員が、日常生活自立度等を調査後、該当する場合認定

※認定書の発行には申請が必要です。希望される方は必ず事前に保

健福祉課へお問い合わせください。

保健福祉課（保健福祉センター内）T２７－６５１１

―
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生
―

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て

大
学
教
育
を
行
っ
て
い
る
通
信
制
の
４
年
制
大

学
で
す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

を
利
用
し
て
自
宅
で
視
聴
で
き
大
学
卒
業
の
資

格
が
取
得
で
き
ま
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
テ
ー
プ
に
よ
る
視
聴
、
テ
ー
プ
の
貸
し
出

し
を
受
け
て
の
自
宅
で
の
視
聴
も
で
き
ま
す
。

◆
募
集
す
る
学
生
の
種
類

○
学
部

・
全
科
履
修
生：

卒
業
を
目
指
す
学
生

・
選
科
履
修
生：

一
年
間
在
学
す
る
学
生

・
科
目
履
修
生：

一
学
期
間
在
学
す
る
学
生

○
大
学
院

・
修
士
科
目
生：

一
学
期
間
在
学
す
る
学
生

◆
募
集
期
間

平
成
14
年
12
月
15
日
〜
平
成
15
年
２
月
28
日

◆
学
費

各
コ
ー
ス
で
入
学
料
、
授
業
料
が
必
要
で
す

〒
９
５
１
―
８
１
２
２

新
潟
市
旭
町
通
一
番
町
七
五
四

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

T
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１

あ
な
た
も
放
送
大
学
の
学
生
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

平
成
15
年
度
　
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

放
送
大
学
学
生
募
集

税務課からのお知らせ 役場　税務課

T２７－１９５６（直通）

障 害 者 と 税
心身に障害のある方やその方々を扶養している

場合は、障害者控除が受けられます。

◆障害者本人が受けられる控除

①所得税の障害者控除

納税者本人が障害者であるときは、障害者控除

として27万円（特別障害者は40万円）を総所得金額

から差し引くことができます。

②相続税の障害者控除

相続人が心身に障害のあるときは、その者が70

歳に達するまでの年数に６万円（特別障害者のとき

は12万円）を乗じて算出した金額を障害者控除とし

て相続税額から差し引くことができます。

◆心身に障害のある方を扶養している方が受けら

れる控除

①所得税の障害者控除

配偶者控除や、扶養控除の対象となる親族が障

害者であるときは、障害者控除として一人当たり

27万円（特別障害者は一人当たり40万円）を総所得

金額から差し引くことができます。

②特別障害者の方と同居している場合の配偶者控

除及び扶養控除

特別障害者が納税者やその配偶者、納税者と生

計を一にする親族のいずれかとの同居を常況とし

ているときは、配偶者控除及び扶養控除として通

常の控除額に35万円を加算した金額を総所得金額

等から差し引くことができます。

※この制度を受けるためには、年末調整や確定申

告時に申告しなければ適用されません。

※詳しくは、新発田税務署T22－3162または町税

務課T27－1956にお尋ねください。

たばこは町内から
買いましょう

町内のたばこ屋さんから、たばこを買っ

た場合、町にたばこ税が納入されるのをみ

なさんはご存じでしょうか。

日頃、なんとなく、また、心の緊張をほぐ

すためにすっているたばこ…

一本につき2円66銭のたばこ税が町に納

入され、平成13年度は1億2千百万円の税収

になっています。

あなたのチョットした心がけで買ったた

ばこから、学校や道路などが改良されて、

町が明るく住みよくなります。

たばこは、ぜひ町内のたばこ屋さんから

買いましょう。

聖籠町・聖籠町たばこ販売組合

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 
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ま
た
、
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し

ま
た
、
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し

ま
た
、
除
雪
作
業
に
よ
り
破
損
し

や
す
い
も
の
は
取
り
除
く
か
囲
っ
て

や
す
い
も
の
は
取
り
除
く
か
囲
っ
て

や
す
い
も
の
は
取
り
除
く
か
囲
っ
て

補
強
し
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

補
強
し
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

補
強
し
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

除
雪
中
は
作
業
車
か
ら
は
見
え
に

除
雪
中
は
作
業
車
か
ら
は
見
え
に

除
雪
中
は
作
業
車
か
ら
は
見
え
に

く
く
、
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

く
く
、
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

く
く
、
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
作
業
車
に
は
絶
対
近

り
ま
す
の
で
、
作
業
車
に
は
絶
対
近

り
ま
す
の
で
、
作
業
車
に
は
絶
対
近

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
防
施
設
等
の
除
雪
は
、
広
域
消

消
防
施
設
等
の
除
雪
は
、
広
域
消

消
防
施
設
等
の
除
雪
は
、
広
域
消

防
署
や
地
域
の
消
防
団
が
行
い
ま
す

防
署
や
地
域
の
消
防
団
が
行
い
ま
す

防
署
や
地
域
の
消
防
団
が
行
い
ま
す

が
、
大
雪
等
に
よ
り
消
防
施
設
の
消

が
、
大
雪
等
に
よ
り
消
防
施
設
の
消

が
、
大
雪
等
に
よ
り
消
防
施
設
の
消

火
栓
や
防
火
井
戸
等
の
除
雪
が
難
し

火
栓
や
防
火
井
戸
等
の
除
雪
が
難
し

火
栓
や
防
火
井
戸
等
の
除
雪
が
難
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
を
未
然

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
を
未
然

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
隣
接
の
皆
さ
ん
の

に
防
ぐ
た
め
に
、
隣
接
の
皆
さ
ん
の

に
防
ぐ
た
め
に
、
隣
接
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

す
の
で
、
道
路
に
は
車
の
駐
車
や
放

す
の
で
、
道
路
に
は
車
の
駐
車
や
放

す
の
で
、
道
路
に
は
車
の
駐
車
や
放

置
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

置
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

置
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
雪
を
道
路
に
お
ろ
す
場
合

屋
根
の
雪
を
道
路
に
お
ろ
す
場
合

屋
根
の
雪
を
道
路
に
お
ろ
す
場
合

は
、
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ

は
、
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ

は
、
責
任
を
も
っ
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。
屋
根
か
ら
道
路
に
自
然
落
下

さ
い
。
屋
根
か
ら
道
路
に
自
然
落
下

さ
い
。
屋
根
か
ら
道
路
に
自
然
落
下

し
た
場
合
も
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
場
合
も
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
場
合
も
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
期
か
ら
の
除
雪
作
業
は
、
な
る

早
期
か
ら
の
除
雪
作
業
は
、
な
る

早
期
か
ら
の
除
雪
作
業
は
、
な
る

べ
く
短
時
間
に
行
う
た
め
除
雪
す
る

べ
く
短
時
間
に
行
う
た
め
除
雪
す
る

べ
く
短
時
間
に
行
う
た
め
除
雪
す
る

雪
は
道
路
の
端
に
押
し
の
け
る
方
法

雪
は
道
路
の
端
に
押
し
の
け
る
方
法

雪
は
道
路
の
端
に
押
し
の
け
る
方
法

を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
道
路

を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
道
路

を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
道
路

に
面
し
た
車
庫
や
門
の
前
な
ど
に
除

に
面
し
た
車
庫
や
門
の
前
な
ど
に
除

に
面
し
た
車
庫
や
門
の
前
な
ど
に
除

雪
さ
れ
た
雪
が
た
ま
り
ま
す
。
こ
の

雪
さ
れ
た
雪
が
た
ま
り
ま
す
。
こ
の

雪
さ
れ
た
雪
が
た
ま
り
ま
す
。
こ
の

雪
の
処
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

雪
の
処
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

雪
の
処
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

除
雪
さ
れ
た
路
上
へ
雪
を
消
雪
の

除
雪
さ
れ
た
路
上
へ
雪
を
消
雪
の

除
雪
さ
れ
た
路
上
へ
雪
を
消
雪
の

た
め
投
げ
出
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ

た
め
投
げ
出
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ

た
め
投
げ
出
し
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
車
や
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、
ス

い
。
車
や
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、
ス

い
。
車
や
交
通
の
妨
げ
と
な
り
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

リ
ッ
プ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

リ
ッ
プ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

道
路
脇
の
樹
木
は
雪
の
重
み
で
道

道
路
脇
の
樹
木
は
雪
の
重
み
で
道

道
路
脇
の
樹
木
は
雪
の
重
み
で
道

路
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
作
業
の
妨

路
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
作
業
の
妨

路
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
作
業
の
妨

げ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

げ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

げ
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
樹
木
（
特
に
竹
）
は
、
枝
切
り

よ
う
な
樹
木
（
特
に
竹
）
は
、
枝
切
り

よ
う
な
樹
木
（
特
に
竹
）
は
、
枝
切
り

等
を
お
願
い
し
ま
す
。

等
を
お
願
い
し
ま
す
。

等
を
お
願
い
し
ま
す
。

車
庫
の
出
入
口
に
設
置
し
て
あ
る

車
庫
の
出
入
口
に
設
置
し
て
あ
る

車
庫
の
出
入
口
に
設
置
し
て
あ
る

乗
入
れ
板
等
は
除
雪
時
に
重
大
事
故

乗
入
れ
板
等
は
除
雪
時
に
重
大
事
故

乗
入
れ
板
等
は
除
雪
時
に
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
の
で
必
ず
撤
去
し
て
く

に
つ
な
が
る
の
で
必
ず
撤
去
し
て
く

に
つ
な
が
る
の
で
必
ず
撤
去
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
交
通
安

冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
交
通
安

冬
期
間
の
道
路
除
雪
は
、
交
通
安

全
や
災
害
の
未
然
防
止
等
を
考
え
て

全
や
災
害
の
未
然
防
止
等
を
考
え
て

全
や
災
害
の
未
然
防
止
等
を
考
え
て

行
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
要
望
に
は

行
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
要
望
に
は

行
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
要
望
に
は

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
た
め
道
路
除

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
た
め
道
路
除

す
ぐ
に
対
応
で
き
な
い
た
め
道
路
除

雪
へ
の
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

雪
へ
の
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

雪
へ
の
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

各
集
落
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

各
集
落
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

各
集
落
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

し
ま
す
。

し
ま
す
。

し
ま
す
。

道
路
等
の
除
雪
作
業
は
、
早
期
か

道
路
等
の
除
雪
作
業
は
、
早
期
か

道
路
等
の
除
雪
作
業
は
、
早
期
か

ら
行
い
ま
す
。
道
路
に
車
を
駐
車
し

ら
行
い
ま
す
。
道
路
に
車
を
駐
車
し

ら
行
い
ま
す
。
道
路
に
車
を
駐
車
し

た
ま
ま
放
置
し
て
あ
り
ま
す
と
除
雪

た
ま
ま
放
置
し
て
あ
り
ま
す
と
除
雪

た
ま
ま
放
置
し
て
あ
り
ま
す
と
除
雪

作
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

作
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

交
通
事
故
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
ま

交
通
事
故
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
ま

交
通
事
故
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
す
。
す
。地

域
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま

地
域
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま

地
域
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま

除
雪
の
要
望
・
苦
情
は

除
雪
の
要
望
・
苦
情
は

除
雪
の
要
望
・
苦
情
は

区
長
さ
ん
を
通
じ
て

区
長
さ
ん
を
通
じ
て

区
長
さ
ん
を
通
じ
て

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

安
全
で
円
滑
な
道
路
除
雪
の
た
め
に

次
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
に
車
を
駐
車
し
な
い

道
路
に
車
を
駐
車
し
な
い

道
路
に
車
を
駐
車
し
な
い

屋
根
の
雪
に
責
任
を
も
つ

樹
木
の
枝
切
り

消
防
施
設
の
除
雪
を

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い

車
庫
・
門
前
の
除
雪
に

ご
理
解
を

危
険
な
も
の
、
壊
れ
や

す
い
も
の
は
取
り
除
く

除
雪
作
業
車
に
は

近
づ
か
な
い

道路
除雪

役場ふるさと整備課
T27－2111
県新発田土木事務所
T22－5111

製造事業所の皆様へ
統計調査にご協力ください
平成14年工業統計調査を12月31日現在で行

います。

調査の実施に当たっては、本年12月から来

年１月にかけて調査員がおうかがいします。

なお、調査票に記入していただいた内容に

ついては、統計法に基づき秘密が厳守されま

すので、正確なご記入をお願いします。

詳細は次へ問い合わせください。

新潟県総合政策部統計課

T025－285－5511（内線2444）

役場企画財政課

T27－2111（内線222）

◆
啓
発
活
動
重
点
目
標

・
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

・
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

12
月
10
日
u
は
、
国
際
連
合
に
お
い
て
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
日
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、12
月
４
日
v
か
ら
10
日
u
を
第
54
回「
人
権
週
間
」と

定
め
て
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

12月4日j

10日iは
人権週間です。

〜

育
て
よ
う

一
人
一
人
の

人
権
意
識

―
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
ー

第
54
回「
人
権
週
間
」

新
発
田
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

平
成
15
年
度
の
訓
練
生
・
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

〔
木
造
建
築
科
〕

入
校
資
格
／
建
築
関
係
の
事
業
所
に

所
属
し
、
技
能
、
知
識
の
習
得
を
希

望
し
、
修
業
の
意
志
の
あ
る
人

募
集
人
員
／
15
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

訓
練
期
間
／
２
か
年

訓
練
日
／
毎
週
火
曜
日
か
ら
金
曜
日

は
午
後
７
時
〜
９
時
25
分
、
土
曜
日

は
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時
50
分

訓
練
経
費
／
年
間
９
万
円
（
製
図
器

具
代
、
実
習
材
料
費
別
途
）

〔
建
築
製
図
科
〕

学
科
コ
ー
ス

募
集
人
員
／
30
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

講
習
期
間
／
４
月
〜
７
月
（
毎
週
火

曜
日
〜
金
曜
日
は
午
後
７
時
〜
９
時

25
分
）

講
習
科
目
／
建
築
計
画
・
建
築
法
規
等

受
講
料
／
年
間
８
万
円

設
計
製
図
コ
ー
ス

募
集
人
員
／
30
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

講
習
期
間
／
７
月
〜
９
月
（
毎
週
火
・

木
曜
日
は
夜
間
、
日
曜
日
は
昼
間
）

受
講
料
／
年
間
８
万
円

募
集
開
始
／
平
成
15
年
１
月
20
日

新
発
田
高
等
職
業
訓
練
校

T
22
―
１
７
７
７

新
発
田
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
・
受
講
生
募
集

（
豊
栄
会
場
）

12
月
５
日
w

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

豊
栄
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー

（
新
発
田
会
場
）

12
月
７
日
y

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〔
相
談
員
〕

地
元
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
新
発

田
支
局
職
員

〔
相
談
内
容
〕

相
続
・
離
婚
等
の
家
庭
の
問
題
、
土

地
の
境
界
・
建
物
登
記
の
不
動
産
の

問
題
、
地
代
・
家
賃
等
の
供
託
の
問

題
、
近
隣
の
争
い
、
い
じ
め
・
嫌
が

ら
せ
等
の
心
配
ご
と
な
ど
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
予
約
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

①
街
頭
に
お
け
る
啓
発
活
動

12
月
３
日
u

中
条
町

12
月
４
日
v

水
原
町

12
月
５
日
w

豊
栄
市

②
人
権
講
演
会

12
月
７
日
y

午
後
１
時
30
分
開
演

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〔
講
師
〕
桂
文
喬
さ
ん

（
落
語
家
、
教
育
評
論
家
）

③
啓
発
写
真
展
等
の
展
示

12
月
７
日
y

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
人
権
擁
護
委
員
活
動
パ
ネ
ル
展
）

法
務
局
新
発
田
支
局
２
階
ロ
ビ
ー

（
小
学
校
に
お
け
る
人
権
の
花
運
動
、

中
学
校
の
人
権
作
文
等
の
写
真
・

作
品
の
展
示
）

新
潟
地
方
法
務
局
新
発
田
支
局
・

新
発
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

T
24
―
７
１
０
２

◆
そ
の
他
の
啓
発
活
動



工事（件）名
公下工第43号

杉谷内454－1号管渠整備工事

改第10号

大夫別行線道路改良工事

改第18号

網代浜磯山２号線道路改良工事

改第17号

桃山道賀新田線道路改良工事（その２）

用第３号

寺島網代浜線道路用地測量業務委託

水田営農活性化条件整備工事

公下工第41号

杉谷内266号管渠整備工事

公下舗第41号

蓮野管渠整備工事に伴う舗装復旧工事

特下工第６号

本三賀第５・第６マンホールポンプ設置工事

公下工第７号

杉谷内第14・第15マンホールポンプ設置工事

公下工第８号

杉谷内第16・第17マンホールポンプ設置工事

公下工第６号

杉谷内321号管渠整備工事

特下舗第１号

本三賀管渠整備工事に伴う舗装復旧工事

公下工第3号

杉谷内28号管渠整備工事

下水道施設資産台帳作成業務委託

聖籠野球場内野改修工事

特下工第５号

本三賀240号管渠整備工事

公下工第17号

大夫141号管渠整備工事

下水道台帳作成業務委託

舗第13号

二本松杉谷内線道路舗装工事

広報聖籠 10広報聖籠 11

12
月
７
日
y

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

12
月
８
日
r

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

し
ば
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内

コ
モ
プ
ラ
ザ
T
２
３
│
８
２
２
１

（
新
発
田
市
舟
入
町
３
│
９
│
23
）

刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
、
タ

ン
ス
・
食
器
棚
・
応
接
セ
ッ
ト
な

ど
の
家
具
類
、
靴
・
ベ
ル
ト
・
バ

ッ
ク
等
の
革
製
品
、
枕
・
ハ
ン
カ

チ
な
ど
洋
裁
製
品
、
そ
の
他
全
国

の
矯
正
施
設
で
生
産
さ
れ
た
約
二

千
点
の
製
品
の
展
示
即
売

新
潟
刑
務
所
企
画
部
門

T
０
２
５
│
２
８
６
│
５
６
２
６

10

 

（注１）広報に載せてほしくない方は、町民課窓口で手続
きの際、その旨お話しください。
（T27－2111  内線112  町民サービス係）

（注２）渡邊さんの「邊」という文字など略して掲載
しています。戸籍に記載されている正確な氏
名と多少異なる場合があります。ご了承くだ
さい。

赤ちゃん 保護者 誕生日 行政区

慶
よし

樹
き

くん （宮下　右郁） 09.20 次 第 浜

遥
はる

加
か

さん （野口　正人） 09.21 別　　條

泰
たい

斗
と

くん （冨嶋　清志） 09.23 次 第 浜

京
けい

くん （渡辺　幸則） 09.25 亀　　塚

遥
はる

斗
と

くん （堅田　力弥） 09.30 稲 の 平

翔
しょう

くん （宮村　喜雄） 10.06 山　　倉

幸
こう

希
き

くん （大沢　俊也） 10.08 蓮　　潟

美
み

花
か

さん （黒田　計興） 10.12 次 第 浜

一
かず

喜
き

くん （藤原　雄一） 10.15 稲 の 平

蓮
れん

くん （斎藤　和文） 10.15 蓮　　潟

南　海
み な み

さん （石田　一裕） 10.16 蓮　　潟

優希那
ゆ き な

さん （山田　寛明） 10.17 旭 ケ 丘

丞
じょう

くん （渡辺　時生） 10.19 次 第 浜

航
こう

大
だい

くん （水戸部 一彦） 10.19 真　　野

美樹子
み き こ

さん （小池　秀樹） 10.21 ひばりが丘

氏　　名 年　齢 死亡日 行政区

羽田野　イシノさん （66歳） 10.02 山 大 夫

飯　田　昭三郎
しょうざぶろう

さん （73歳） 10.03 別　　條

幾　野　ハルミさん （75歳） 10.05 藤　　寄

伏　見　　　晃
あきら

さん （73歳） 10.09 亀　　塚

小　川　知
とも

孝
たか

さん （31歳） 10.11 本 大 夫

小　池　　　孝
たかし

さん （49歳） 10.11 大夫興野

長　澤　郁
いく

夫
お

さん （58歳） 10.13 藤　　寄

中　村　セ　キさん （91歳） 10.15 別　　條

長谷川　和
かず

人
ひと

さん （35歳） 10.20 蓮　　潟

阿　曽　イワノさん （51歳） 10.20 次 第 浜

水戸部　辰
たつ

彦
ひこ

さん （50歳） 10.25 苔　　沼

平　野　義
よし

行
ゆき

さん （33歳） 10.27 次 第 浜

長谷川　美奈司
み な じ

さん （73歳） 10.29 網 代 浜

小　林　藤
とう

一
いち

さん （73歳） 10.29 二 本 松

新郎・新婦

大　森　弥
やす

男
お

さん

（大滝）淳
じゅん

子
こ

さん

届出日 行政区

｝ 10.01 藤 　 寄

関　川　　　健
けん

さん

（長谷川） 歩
あゆみ

さん｝ 10.01 網 代 浜

泉　　　勝
かつ

美
み

さん

（泉） 美和子
み わ こ

さん｝ 10.08 藤　　寄

渡　辺　健
けん

剛
ご

さん

（天城）亜
あ

矢
や

さん｝ 10.24   次 第 浜

小　林　義
よし

憲
のり

さん

（能勢山）千
ち

鶴
づる

さん｝ 10.25   二 本 松

完成期限業　者　名契約額（円）

入 札 結 果

4,882,500

13,125,000

17,535,000

19,845,000

5,880,000

6,405,000

7,822,500

6,090,000

14,280,000

14,805,000

14,490,000

2,520,000

1,680,000

7,350,000

3,675,000

13,545,000

39,900,000

33,600,000

9,870,000

16,590,000

曽根建a

a市川組

a丸昭工務店

曽根建a

a岩測設計

b協雄重機

a丸昭工務店

a水倉組

新発田営業所

a鶴見製作所

新潟支店

a鶴見製作所

新潟支店

a鶴見製作所

新潟支店

曽根建a

a加賀田組

下越営業所

曽根建a

オリジナル設計a

新潟事務所

曽根建a

a岩村組

本間・岩村

特定共同企業体

オリジナル設計a

新潟事務所

日本道路a

新潟営業所

H15.03.14

H15.03.14

H15.03.24

H15.03.24

H15.03.09

H15.03.20

H15.03.23

H14.12.27

H15.03.23

H15.03.23

H15.03.23

H15.01.05

H14.12.06

H15.03.09

H15.03.19

H15.03.20

H15.03.24

H15.03.24

H15.03.24

H15.03.19

（10月16日～11月5日）

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

平
成
15
年
２
月
12
日
v

13
日
w

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館

（
新
潟
市
新
光
町
６
│
４
）

免
許
を
必
要
と
し
な
い
小
規
模
ボ

イ
ラ
ー
の
取
扱
い
業
務
に
従
事
す

る
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
で
す
。

こ
の
講
習
修
了
証
取
得
後
四
カ
月

以
上
小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
を
取
り

扱
っ
た
経
験
が
あ
る
と
二
級
ボ
イ

ラ
ー
技
士
の
受
験
資
格
が
生
れ
ま
す
。

受
講
料
　
八
千
円

Q
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部

（
〒
９
５
０
│
０
９
６
５
新
潟
市
新

光
町
６
│
４
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
会

館
４
Ｆ
）

T
０
２
５
│
２
８
０
│
０
１
０
０

第
４
回
新
発
田
矯
正
展

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

　日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ 

障害者施設『大峰寮』
後援会会員募集

障害者施設“大峰寮”では、知的

障害者の皆さんを地域ぐるみで支援

し、将来にわたった利用者の福祉向

上に寄与することを目的に、後援会

会員を募集しております。

〔募集期間〕

平成14年10月から平成15年2月末ま

で

詳しくは事務局大峰寮又は保健福

祉課にお尋ねください。

事務局　大峰寮

T３３－２３１４

聖籠町保健福祉センター

保健福祉課　T２７－６５１１

みんなで暮らせる
まちづくりシンポジウム
障害者が住み慣れた地域で生き生

きと安心して暮らせるよう、みんな
で支え合う地域社会について一緒に
考えてみませんか。

12月20日x
午後１時～４時
新発田市生涯学習センター
（新発田市中央町）
（第１部）私のメッセージ（私の伝
えたいこと）障害者からのメッセ
ージ（第２部）特別講演「障害をも
つ人々とともに暮らす－こころ豊
かな地域づくりを目指して－」吉川
武彦さん（国立精神・神経センター
精神保健研究所名誉所長中部学院
大学大学院人間福祉学科研究科教
授）
新発田健康福祉環境事務所 地域福
祉課福祉担当

T２６－９１２９

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

幼
児
医
療
費
助
成

町
で
は
、
１
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の

の
小
学
校
入
学
前
ま
で
、
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
12
月
で

１
歳
を
迎
え
る
お
子
さ
ん
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
、
12
月
中
に
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

◎

平
成
13
年
12
月
生
ま
れ
の
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の

A

印
鑑
B
保
険
証

手
続
き
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

保
健
福
祉
課

幼
児
医
療
担
当
T
２
７
│
６
５
１
１

な
お
、
こ
の
手
続
き
を
済
ま
せ
な

い
と
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

サンセットラブ 
　　参加者大募集！ 

素敵な出会いを 
見つけませんか？ 

と　き　平成15年１月25日m
午後５時00分～

ところ　ジョイタウンボウル新発田店
＆新発田ベルナール

参加費　男性5,000円
女性3,500円

参加対象者
20歳以上の独身男女30名
（男性15名、女性15名）

申し込み
平成15年１月10日lまでに聖籠町役場総務課
（@27－2111）へ参加費を添えて申し込み願
います。
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交　通 
安　全 
交　通 
安　全 
Ｎ
ＥＷＳ
Vol 8

年の暮れ はやる心に ひそむ事故

～年末の交通事故防止運動～

12月11日j～12月31日i

区分

年

平成14年

平成13年

増　減

10 月

発生件数

6

13

△7

死者数

1

0

＋1

傷　者

6

16

△10

１月～10月（累計）

発生件数

108

102

＋6

死者数

4

3

＋1

傷　者

142

133

＋9

町の交通事故
発生状況

交通安全に関することは

役場生活環境課

@２７－１９６２（直通）

12月は骨髄バンク推進月間
骨髄バンクにご登録ください

毎年6000人の方が、突然白血病などの血液難病にかかっています。

骨髄移植を受けることができれば、多くの人の命が助かります。

そのためには白血球の型が一致する骨髄提供者（ドナー）が必要です。

でも、一致する確率はわずか数百人から数万人に一人、

だから一人でも多くの患者さんを救うためには、

たくさんのドナーが必要になってきます。

登録には腕からの約10ccの採決ですみます。
費用はかかりません。

登録ができるのは
年齢が２０歳から５０歳までの健康な方

登録のお問い合わせはフリーダイヤル

0120－445－445
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会
TEL03-3356-8217 http//www.ｍarrow.or.jp

ドナー登録は予約制で次の機関
で受け付けています
◆新潟東堀献血ルーム
@０２５－２３０－１７０２
毎週　日曜日（午後のみ）、月、水、木曜日
◆新発田保健所
@２６－９６５１
毎月第二・四火曜日（午前のみ）

町
民
一
人
ひ
と
り
に
交

通
安
全
知
識
を
普
及
し
、

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
こ
と
に
よ
り
交
通
事

故
防
止
を
徹
底
し
ま
す
。

( )

酒気帯び運転の罰則対
象基準が引き下げられま
した

○　飲酒運転の追放

○　高齢者の交通事故防止

運動の重点 運動の重点 

夕方、
お年寄り
が車にひ
かれたよ

みんなで、おじい
ちゃんに明るい服を
プレゼントして、交
通事故に気をつけて
もらいましょう！

お酒を飲む機会が多くなる年末、飲酒運転は絶対にやめましょう。

改正前 改正後 

血液１　中アルコー 

ル濃度 

呼気１　中アルコー 

ル濃度 

0.3mg以上 

0.5mg以上 

または 

0.25mg以上 

0.15mg以上 

道路交通法は６月に改正され飲酒運転などの罰
金は以前に比べ最高６倍になり違反点数が大幅に
アップしています。
下のような悪質・危険な違反運転者が対象とな

ります。

違 反 行 為

酒酔い運転

懲　役

3年以下

罰　金

50万円以下

違反点数

25点

酒気帯び

運転

吸気中アルコール濃度

0.25mg/ 以上
1年以下 30万円以下

13点

麻薬等運転

過労運転等

無免許運転

救護義務（ひき逃げ）

免許証不正取得

共同危険行為

3年以下

1年以下

1年以下

5年以下

1年以下

2年以下

50万円以下

30万円以下

30万円以下

50万円以下

30万円以下

50万円以下

25点

13点

19点

23点

危険性帯

有処分

25点

吸気中アルコール濃度

0.15mg～0.25mg/ 未満
６点

冬
は
　
に
気
を
つ
け
て

新
発
田
地
域
広
域
消
防
本
部
か
ら
の
お
願
い

火

冬
期
を
迎
え
、
火
気
の
使
用
が
多

く
な
り
火
災
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
、

さ
ら
に
積
雪
が
消
防
活
動
の
障
害
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
災
害
の
な
い

明
る
い
町
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

１．

道
路
除
雪
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し

な
ど
で
消
防
水
利
（
消
火
栓
、
防

火
水
槽
、
河
川
な
ど
）
を
ふ
さ
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２．

雪
囲
い
に
よ
り
避
難
口
が
限
定

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
宅

の
避
難
口
は
二
方
向
以
上
確
保
し
、

自
力
非
難
が
困
難
な
人
は
避
難
口

の
近
く
の
部
屋
で
生
活
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３．

積
雪
の
た
め
救
急
車
が
目
的
地

ま
で
行
け
な
い
場
合
、
付
近
の
方

に
担
架
な
ど
に
よ
る
搬
送
の
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４．

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
ゴ
ム
ホ
ー

ス
の
点
検
、
換
気
の
励
行
に
心
が

け
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
等

を
干
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〔
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際
の
注

意
事
項
〕

・
ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
に
は
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い

・
給
油
す
る
と
き
は
完
全
に
消
火
し

て
か
ら
行
い
、
そ
の
場
を
離
れ
な

い
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
タ
ン
ク
は
給
油

し
た
そ
の
場
で
キ
ャ
ッ
プ
を
確
実

に
し
め
、
も
れ
な
い
こ
と
を
確
認

し
て
か
ら
運
ぶ
。

・
移
動
す
る
時
は
必
ず
消
火
し
て
か

ら
運
ぶ

・
芯
上
下
式
の
ス
ト
ー
ブ
は
炎
の
調

整
を
正
し
く
行
い
、
不
完
全
燃
焼

さ
せ
な
い
。

５．

灯
油
な
ど
を
多
量
に
貯
蔵
す
る

場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

火
災
予
防
条
例
に
基
づ
く
適
正
な

貯
蔵
取
扱
を
し
ま
し
ょ
う

新
発
田
地
域
広
域
消
防
本
部

@
２
２
│
９
０
７
３
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イ
ラ
ス
ト
自
慢 

町の宝
で～す
10月の乳児健診から

高橋　丈
じょう

くん
H14. 6. 3生

佐藤　千星
ち せ

ちゃん
H14. 6. 17生

手島　敏明
としあき

くん
H14. 6. 25生

小野　千
ち

鶴
づる

ちゃん
H14. 6. 10生

高橋　駿
しゅん

くん
H14. 6. 13生

鈴木　僚
りょう

くん
H14. 3. 4生

渡辺　優
ゆう

ちゃん
H14. 6 7生

むらやま　みずきさん・８歳

ばろひのなんみ

次のテーマと要項により、ハガキ

（手紙も可）を募集します。

●聖籠の風

町の業務や行事、あるいは地域や

学校でのことなど、日々の生活の中

で感じたことをお寄せください。

（良かったこと、又良くなかったこ

と）

子どもたちの意見も大歓迎です。

600字以内でお書きください。

●イラスト自慢大募集

絵を書くのが大好きな子どもたち

自慢のイラストをハガキの裏に書い

てどんどん送ってください。（黒一

色でハッキリと書いてください）

●『町政ポスト』Ｑ＆Ａ

町政への積極的なご意見、ご提案

など（聖籠町の将来像、私はこう考

える…）を、町民の皆様から寄せて

いただくために設けられたハガキに

よる広聴制度です。町長が目を通し、

担当課で回答いたします。よりよい

町づくりのために、あなたのご意見

をお寄せください。

■応募方法■

V町政ポスト用のハガキでお寄せく

ださい。（切手を貼らずに投函で

きます）なお、このハガキは

A役場一階の総合案内

B診療所の窓口

C町民会館の窓口

D図書館のカウンター

の４か所に設置してあります。ど

んどんお寄せください。

Vなお、氏名・住所・電話番号の記

載のないものは掲載いたしません

ので、必ずご記入ください。（匿

名希望、ペンネーム希望と書いて

くだされば名前は掲載しません）

※なお、投稿原稿の趣旨を変えずに

削ったり直したりする場合があり

ますので、ご了承ください。

V採用された方には、図書券を差し

上げます。

き
れ
い
な
川
で
大
き
く
な
れ

新
発
田
川
放
水
路
で
錦
鯉
放
流

10
月
30
日
新
発
田
川
放
水
路

大
夫
興
野
橋
た
も
と
で
毎
年
恒

例
の
『
錦
鯉
放
流
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
の
錦
鯉
愛
好
会

（
稲
田
市
衛
会
長
）
が
新
発
田
川

を
き
れ
い
に
と
い
う
願
い
で
始

め
た
こ
の
事
業
。
今
年
で
八
年

目
に
な
り
ま
す
。
当
日
は
蓮
野

小
学
校
二
年
生
が
寒
さ
に
負
け

ず
元
気
い
っ
ぱ
い
放
流
を
手
伝

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

元気に育ってね

この写真は保健セ

ンターで行われる

乳児健診会場で撮

影しています。

幼児のサッカー体験 

ＫＬＣ・10歳 おの　なつきさん・７歳

Ｒｉダヨ！・14歳 小野　隆太さん・９歳

プー・12歳

秋・15歳

アップル・７歳 ゆうたろう・12歳

中村　葵さん・９歳 Ｙｅｓ・14歳

投稿するときは濃い鉛筆かペ

ンで描いてください。（薄い

ものは掲載できません）

名前は必ず書いてください。

（ペンネーム希望の場合は名

前の横にペンネーム『○○○

○○』と書いてください）
ゆき・６歳鹿・14歳

いちご・10歳

怒らえもん・13歳手のひらに110円・12歳

ぷくぷく　・８歳

３年Ｄ組・？歳山下　あか里さん・８歳

ゴマキ大好き！・10歳

JAPANサッカーカレッジ（網代
浜：旧亀代中学校跡地）で幼児を対象
としたサッカー指導が行われました。
この企画はサッカーカレッジとアル
ビレックス新潟サッカースクールの共
同企画によるもので、４日間で聖籠町
内の３幼稚園児と保育園児約180名が
招待されました。遊びを採り入れた簡
単な練習方法と指導で幼児たちも楽し
みながらボールを追いかけました。

次第浜に放置されていた廃
タイヤ（推定約50万本）につ
いて11月15日県は行政代執行
による強制撤去に着手しまし
た。約９年前から放置されて
いるこのタイヤは火災や害虫
発生などの問題をかかえ付近
住民の悩みのタネ。この撤去
作業は２カ年かけて実施され
る予定です。

次第浜
廃タイヤの撤去開始
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昭
和
四
十
九
年
に
父
親
が
購
入
し
た
こ
の
車
。
大
切
に
手

入
れ
し
、
三
十
年
近
く
経
っ
た
現
在
も
現
役
で
走
行
し
て
い

ま
す
。
当
時
、
総
生
産
台
数
二
千
台
ほ
ど
だ
っ
た
こ
の
車
種

は
現
在
新
潟
県
内
で
三
台
保
有
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。「
こ

の
車
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
と
珍
し
が
っ
て
話
し
か
け
て
く
る

人
も
多
く
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
」
と
語
る
入
山
さ

ん
。
現
在
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
を
保
有
す
る
人
達
二
十
人
程

度
で
『
カ
ー
ク
ラ
ブ
・
ソ
ネ
ッ
ト
』
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
出
展
し
て
い
ま
す
。「
年
数
が

経
て
ば
経
つ
ほ
ど
愛
着
が
湧
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
や
さ
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

バモスホンダ
（昭和47年型）

◆所有者
入山　吉幸さん

（真野）

聖籠町交通安全大会でも車を展示して聖籠町交通安全大会でも車を展示して聖籠町交通安全大会でも車を展示して

くれたカークラブ・ソネットくれたカークラブ・ソネットくれたカークラブ・ソネット

▲▲▲


